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1．緒言（はじめに） 

消費者が CD を買う目的は、①特典のた

め、②応援しているアーティストへの応援

の気持ち、③応援しているアーティストへ

の愛の大きさを実感、または周りへアピー

ルするためであると考えた。これらの目的

のために大量に購入された CD が処分、ま

たは転売されているという問題がある。こ

れでは CD や楽曲自体の価値が下がってし

まっていると感じた。 

 

2. 研究の目的 

サブスクリプションで音楽を聴くことが

主流になっている中で、特典やアーティス

トへの応援の気持ちなど、消費者の CD の

購入目的を削ぐことなく、また音楽産業や

楽曲自体の価値を下げることなく、CDの転

売や処分などの問題が解決できる案を提案

する。 

 

３. 研究の方法 

音楽に関する①存在価値と表現方法、影

響、②社会における国と時代別の音楽の役

割、③消費心理（昔と今の比較）、④コロナ

前後のライブ、⑤現在抱える音楽産業の課

題について調べた。この中から、現在抱える

音楽産業の課題について取り上げ、著作権

やコピーの問題、音楽のプロモーションが

変わったことによる消費の面での問題が課

題として挙がった。ここからさらに消費者

目線と製作者目線の両方から掘り下げて音

楽産業の課題解決案を提案する。 

 

4. 結果と考察 

 レコード→カセットテープ→CD→MD→

ネットでの音楽配信といったこれまでの音

楽を聴く媒体の変化に伴い、今後 CD の生

産は減り、無くなっていく。しかし、CDと

いう実際に見える「モノ」で音楽を発信する

ことに意味があると感じた。サブスクなど

で一曲だけをダウンロードすることができ

るようになったが、それでは音楽の価値が

下がっていると感じる。アルバムのすべて

の曲に意味が込められていたり、収録され

ている曲の順番にも製作者側の意図がある

ので CD の生産を無くすことは音楽の価値

を下げることだと考える。 
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